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1進たス。認業な的の
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　蓮ヤイと致夢み府
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糊

暫
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姥

　
技
術
の
普
及
に
關
ル
て
は
、
彼
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
政
府
の
國
民
経
理
に
封
ず
る
強
力
な
關
與
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
刃

工
墜
技
術
登
校
が
あ
ら
ゆ
る
都
市
に
強
制
的
に
設
置
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
命
令
に
よ
っ
て
．
、
女
子
の
手
工
業
及
び
脛
濟
に
労
す
る
，

墨
禁
設
立
さ
れ
蔭
な
ら
な
い
。
特
殊
嚢
璽
の
訓
練
を
必
要
と
す
る
圭
業
を
解
説
し
た
奴
隷
は
解
警
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
メ
、

イ
ツ
の
技
術
書
を
醗
課
し
、
ド
イ
グ
手
工
業
沓
、
資
本
家
を
招
致
し
、
彼
ら
か
ち
技
術
と
経
済
と
を
學
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
封

策
は
、
特
に
三
厩
工
業
蔀
門
に
お
い
て
張
調
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
彼
は
結
論
し
て
い
る
。

彼
の
か
よ
ケ
姦
治
思
想
は
、
ζ
テ
》
ン
チ
ズ
毒
ド
イ
藷
邦
曇
抗
し
．
ギ
リ
蓄
叢
の
・
シ
や
漱
ロ
↓
。
カ
ト
リ

シ
ズ
ム
に
結
合
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
進
的
ロ
シ
ヤ
を
始
め
ス
ラ
ヴ
諸
國
に
お
労
る
、
先
進
資
本
主
義
め
墜
力
に
封
ず
る
メ
己
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弩
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（
註
）
　
　
　
　
　
・

抗
蓮
動
と
し
て
、
重
商
主
義
的
改
革
を
推
進
せ
ん
と
す
る
民
族
蓮
動
と
し
て
⑲
意
義
を
も
つ
も
の
．
で
も
あ
ρ
た
。
　
・
　
．

　
駐
　
く
鵯
内
剛
三
富
9
0
頬
¢
賦
㍗
o
噴
無
幹
鰺
。
捜
O
l
も
9
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封
建
諸
侯
の
墜
迫
と
賀
幣
経
管
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
窮
乏
し
つ
』
あ
っ
た
下
級
騎
士
の
中
が
ら
、
は
や
く
よ
り
鍔
建
制
に
・
訂
す
る
痛
烈

な
批
難
の
聲
を
學
げ
つ
製
あ
っ
た
者
と
し
て
、
さ
嵐
に
イ
ワ
ン
・
プ
レ
ズ
ヴ
エ
ト
フ
を
轟
け
た
が
、
外
務
省
書
記
で
、
後
に
ス
ウ
ェ
、
デ

ン
に
亡
命
し
た
グ
リ
ゴ
コ
イ
・
コ
ト
シ
イ
ヒ
ン
も
ま
た
そ
の
一
入
で
あ
っ
た
。
彼
ぱ
、
封
建
的
政
治
存
政
組
織
特
に
封
蓬
再
今
回
勢
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

支
配
す
る
貴
族
會
講
を
激
し
く
攻
撃
し
て
い
る
。
し
か
し
皇
帝
に
下
す
る
批
難
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
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皇
帝
ア
レ
ク
セ
イ
ふ
ミ
ハ
そ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
時
代
に
は
、
王
朝
の
革
新
的
官
僚
勢
力
が
、
よ
お
や
く
有
力
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら

　
　
　
　
・
ジ
や
璽
商
主
義
a
政
治
思
想
（
竹
鼠
）
　
　
　
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
六
ミ
　
。

讃
護
簸
緯
、
離
籍
簿
縫
瓢
鞍
騒
騒
艶
麹
．
疑
羅
繋
藤
野
繋

喚學鴫
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法
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究
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七
三
合
併
號
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、
爵
’
．
　
　
・
　
　
内
　
　
・
　
・
六
四

　
れ
る
。
ル
ザ
シ
チ
ェ
フ
↓
ヴ
干
・
イ
タ
モ
豚
ゾ
フ
、
ア
。
マ
ト
ヴ
ェ
エ
フ
ら
は
．
餌
二
丈
化
を
・
ロ
シ
ヤ
に
採
感
せ
ん
と
す
る
改
革
的
企
圖

を
い
だ
　
W
て
い
た
・
．
、
　
・
　
　
　
㌃
．
、
　
・
、
，
　
賢
　
　
’
4
、
・
　
～
、
．

㌧
職
難
糖
鎚
ゼ
総
譜
彩
P
砦
矯
啄
オ
啓
ン
μ
ヅ
シ
》
．
一
キ
愛
器
望
◎
牢
．
一
様
書
落
濁
博

㌧
譲
、
プ
ス
ぞ
ト
呉
菟
叢
叢
憩
い
箪
の
婁
で
あ
っ
た
が
、
葦
か
海
霧
悪
妻
謬
て
∵
ス
ウ
、
竃
調
回
し

　
ン
馬
．
リ
ザ
ラ
ン
ド
、
η
シ
ャ
間
の
國
境
調
整
に
奔
走
し
て
を
恥
．
彼
の
内
政
改
革
の
企
魁
は
、
薩
か
よ
う
な
彼
の
樹
弊
誌
渉
の
繹
歴
ゐ
無
關
萌
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奪
は
な
い
馨
あ
φ
て
、
先
進
諸
財
壁
迫
蚤
叢
っ
て
書
し
を
と
が
、
稼
の
肇
綴
を
鷺
論
思
し
た
こ
嶽
否
定
し
・

乏
悪
需
ろ
言
釜
詮
、
薄
煙
多
と
か
ア
諺
ッ
サ
悪
寒
蕩
耀
締
潜
て
、
勢
の
不
安
を
馨
．
・
塁
ハ

㍉．

ﾖ
緊
思
馨
、
ぜ
鋤
肇
濃
墨
繋
的
護
礎
直
篠
薄
メ
書
の
害
悪
の
肇
綱
程
鳶
流
婆
◎

　
よ
う
な
庵
の
で
あ
り
悔
。
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潤
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弘
　
　
　
　
員
　
　
・
　
　
響
・
　
P
　
　
・
　
　
ず
　
　
争
　
　
　
　
・
　
　
　
も
　
一
　
　
　
㍉
　
　
ダ
申
・

附
藁
叡
弊
る
ピ
嫁
㈲
書
讐
鍵
欝
肇
潜
薫
る
蓬
、
画
塵
書
振
璽
讐
・
即
⑳
．

　一　　　　　　掃舳や　　　　　ア
π

　　∵解一1，軽
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軽

義
に
警
ら
な
囎
　
～
’
τ
．
．
㌃
∴
一
し
．
．
・
．
．
一
～
’
．
し
・

　
、
．
驚
傍
畢
讐
悪
筆
鷺
拳
蟹
從
藁
の
騎
の
打
警
要
護
毫
藩
限
の
衡
秀
る

漁
業
君
病
煽
創
輯
録
轟
姦
罪
し
て
悔
奮
遍
羅
性
を
疲
論
虞
黒
・
ゆ
．
・
・
＆
康
ん
題
ゑ
．
．
．

・
披
の
璽
業
に
謝
す
る
保
護
漿
は
、
塵
彼
が
プ
ζ
フ
馳
方
響
聖
岳
遷
秀
た
肇
省
豪
駕
し
喬
婁
膣
ヅ

メ
コ
ブ
篠
例
に
そ
れ
四
徳
と
が
回
る
9
｝
・

當
時
プ
ス
ゴ
希
器
悟
は
悪
貨
の
羅
盤
豊
富
欺
が
蓼
、
、
都
晋
無
慮
商
事
勢
髪
套
管
下
管
∴
賦
役

め
製
蔑
し
て
蓋
思
的
決
定
蛮
こ
な
わ
れ
、
幽
級
間
の
翌
蓼
の
う
冶
皐
婁
微
が
著
し
ぷ
篠
貿
湯
煮
に
奮
て
は
．

・
ギ
備
・
湘
の
老
入
と
・
シ
畜
・
器
墓
親
に
毒
て
．
官
学
畜
墨
書
漣
不
利
瀬
蕾
馨
れ
て
膣
。
寛
甥

め
．
μ
ζ
滴
遠
、
F
喋
ヅ
人
透
誰
厩
叢
書
、
慨
シ
、
畜
・
素
馨
で
藁
筆
眉
、
？
薫
柔
イ
ッ
更
に
恐
恐
．

翌
も
つ
養
三
三
．
奮
賀
易
が
書
盗
鱈
．
㌻
善
人
に
葵
な
奨
藁
ち
蕊
蓼
端
　
　
　
一

　
・
オ
ル
ヂ
レ
噂
ナ
シ
湧
ヨ
ー
ず
ン
は
、
都
市
握
潰
⑳
改
革
と
プ
ス
ォ
フ
市
の
死
活
附
賜
夜
る
外
國
貿
易
の
統
制
担
努
力
七
た
。
、
す
な
庸
ち
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ダ

喪
の
中
謝
三
各
の
、
三
程
期
の
蛍
袋
選
馨
れ
険
，
そ
の
竜
五
入
麺
奨
三
年
嬰
ム
メ
ト
ヴ
ォ
雁
書
て
↓

9
都
亜
馨
毒
酒
逸
麗
の
歌
入
巻
外
國
貿
易
盤
長
髪
り
、
商
業
毒
訴
選
叢
る
難
産
握
っ
た
ゆ
葉
三
冠

．
芝
煮
愚
な
麓
さ
れ
．
彼
ら
莫
葵
の
統
鯉
も
直
ぞ
暑
護
助
謡
う
望
、
ゼ
亥
ト
ヴ
み
籍
更
あ
る
窺
φ

　
　
　
幽
ゑ
驚
歎
為
、
」
窪
∵
ギ
8
臣
渋
　
　
　
　
：
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第
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供
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バ

　　

@
」
　
叢
談
に
お
除
、
・
七
叢
引
を
行
乞
、
凄
強
鍵
説
た
．
亥
、
事
は
M
巴
猿
や
商
．
剛
の
繧
を
維
持
し
て
、
算
貿
㌘
冥
利

　
　
　
　
　
　
　
　
塑
穫
渋
か
乏
船
庫
笑
の
奨
を
鑑
ら
凶
乏
4
譲
零
あ
り
た
。
み
　
ご
、

㌘
　
一
．
ゾ
至
フ
編
蓬
に
馨
巽
彼
の
肇
膝
さ
違
憲
ハ
七
年
濤
零
暮
計
毒
つ
ち
に
、
、
講
馨
蓼
禽
さ
鷲
／

一
　
　
　
に
至
づ
悔
。
す
な
わ
ち
モ
ス
ク
ワ
無
税
所
及
び
モ
ス
ク
ワ
・
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
か
は
、
欝
欝
商
品
の
債
格
を
維
持
す
る
奮
に
、
申
渉
商
人
解

　
　
　
　
　
“
　
　
仁
謝
す
る
大
商
人
の
融
資
（
国
本
合
同
、
罫
霞
留
電
e
を
盛
粧
し
《
以
て
貿
易
牧
谷
の
増
』
八
を
は
が
る
、
こ
と
難
し
、
鷹
た
新
…
に
商
務
省
（
想
H
摯
．
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ふ
跨
な
発
糞
垂
の
薪
整
爪
拡
、
遺
糞
歪
碧
叢
書
う
國
庫
窮
悪
下
級
軍
務
羅
姦
謬
ん
震
る
お

謎
謎
．
恕
　
湘
∴
《
」
満
遍
▽
計
’
・
．
・
～
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∴
∵
∵
総
べ
㌃
ジ
ご
ご
・
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．
畠
∵
言
．
コ
、
当
．
昌
∴
ガ
ゼ
～
か
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讐
て
婁
ツ
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ご
煮
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轟
轟
奮
に
至
る
と
礎
ら
れ
誘
み
．
，
、
「
・
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．
一
㍗
　
髄
…

　　　　

@
　
，
竣
う
な
福
毒
政
筆
ど
濫
裟
帝
に
塔
孟
，
繋
誉
行
事
れ
空
と
辱
知
盆
忽
あ
る
、
壷
口
慮

．
・
想
的
に
も
、
．
雁
畏
爆
愚
輩
肇
せ
為
♀
あ
っ
悔
と
と
嫁
帝
編
令
謹
書
σ
覚
．
書
“
禽
3
。
営
、
無
罪
る
詞
，

　　

@
・
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藩
主
蒸
器
選
蒙
と
↓
系
夢
や
婁
建
鴇
謎
挑
燧
餐
ぞ
ト
誌
多
み
改
養
を
書
し
斎
鰻
論
［

．
蒙
3
．
諺
地
溜
難
瀞
蟹
遷
づ
．
づ
七
尋
茎
予
遵
．
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．
β
の
名
評
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